
住宅省エネリフォーム助成金 申請マニュアル

飛騨市 基盤整備部建築住宅課



○工事計画書（記入例）
注）上限額は30万円です。
助成額の合計が30万円を超える場合でも
30万円と記載下さい。

※好ましくない記入例
・350,000円（助成上限額を超えている）
・2,800,000円（工事費で記載してある）

注）国等で同工事で利用される補助事業の
正式名称を記載して下さい。
※完了報告時に補助額の記入をお願いします。

注）実際のご担当者のお名前を記入してください。
また、会社の電話番号のみでもかまいませんが、
連絡の取りやすい電話番号（携帯）も記載下さい。

注）申請日から起算して最低10日（土日祝・年末年始等除く）
以降の着手日で設定して下さい

※好ましくない記入例
・申請日が4月1日で着手日が4月8日

注）確認済証の要否について必ず記入し、要否の確認をした
建築士または施工業者の担当者名を記入して下さい。
※R7年4月1日からの法改正により、リフォームにおいても
確認申請が必要な場合があります。
不明な場合は建築事務所や指定確認検査機関
に確認して下さい（市では基準法の判断はできません）



○工事の内容が分かる図面（記入例）

注）各断熱材の施工範囲を
色付けやハッチングで
示して下さい。

（凡例等で分かるようにする）

注）断熱改修工事は、
断熱材の数量の根拠計算式
を図面上に記載し、
単位が㎥（立米）になるよう
にして下さい。

※好ましくない例
・㎡や坪で記載されている

注）開口部(窓)の断熱改修の場合は
符号（AW-1等）を他書類と一致
するよう表記下さい。

（見積、図面、写真、工事項目確認表との整合）

※好ましくない例
窓符号を①、②等で記載してあるが、
他工事（断熱材施工等）でも
①、②と記載し、工事間で符号が混在してしまっている



○工事の内容が分かる図面（記入例）

注）1階と2階で断熱材を施工する
場合は各階ごとに壁・天井・床それぞれ
の合計が何立米になるかを集計し、
1・2階の合計を表に記載するなど、
合計数がわかるように記載して下さい。



○工事の内容が分かる図面（記入例）

注）間取りの変更等、改修前と改修後で建物・室等の形状が大きく変更される場合は、
改修前の図面（現況図）と改修後の図面を添付し、改修の前後が確認できるようにして下さい。



○工事施工箇所の写真

注）写真の対象が何の工事で
どの部屋を示しているかを
記入してください

※好ましくない例
・写真の天地が他の写真と
合っていない
・符号等や室名が無く、
どこを示しているか不明瞭

注）完了報告提出時に比較しやすいよう、
完成写真を貼り付けるスペースを
設けておいて下さい。

※完了報告の際は改修後の写真を
貼って下さい

撮影日
R7.4.15 注）撮影日を記入して下さい



○工事項目確認表（開口部の断熱改修）
注）窓符号（AW-1等）とサイズ
を記入して下さい。

注）国の補助事業での
対象製品番号を記入
して下さい。

※国補助を併用しない場合でも
記入して下さい

※登録中の品番のため、
国のホームページに
反映されていない場合は、
都度ご相談下さい

注）工事項目確認表の内容は、計画書や写真、
図面と内容が整合するように記入して下さい



○工事項目確認表（各部位の断熱改修）

注）国の補助事業での
対象製品番号を記入
して下さい。

※国補助を併用しない場合でも
記入して下さい

※登録中の品番のため、
国のホームページに
反映されていない場合は、
都度ご相談下さい

注）工事項目確認表の内容は、計画書や写真、
図面と内容が整合するように記入して下さい

注）図面と数量を整合させて
下さい



○工事項目確認表（エコ住宅設備の設置）

注）国の補助事業での
対象製品番号を記入
して下さい。

※国補助を併用しない場合でも
記入して下さい

※登録中の品番のため、
国のホームページに
反映されていない場合は、
都度ご相談下さい

注）工事項目確認表の内容は、計画書や写真、
図面と内容が整合するように記入して下さい



○性能を証明する書類の写し

注）性能を証明する書類の写しは
国の補助事業のホームページ
画面を印刷したものを添付して
頂いてもかまいません

※使用する製品がわかるように
マーカー等で示して下さい



○その他 注意事項等

○よくある申請時の漏れの例

・キッチン、洗面化粧台、浴室交換等で節湯水栓の申請漏れ

・狭小部分の断熱材の申請漏れ

・誓約書兼承諾書の裏面のふりがな記入漏れ

○着工について

・助成金の制度上、計画承認前の着工は認められませんが、建材の発注等の現場施工でなければ
承認前に行って頂いてもかまいません。


